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；
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總
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濟
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瀚
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銳
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な
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濟
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濟
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狀
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.せ
ん
と
^
を
欲
す
ゐ
學
者
ぬ
み
な
ち
ず
>
:

.メ

M

囊

拔

：及#
技

；
エ
：
の

倉

見

^

^

せ̂
^

4
す
る
。：へ
彼
^
沘
眞
迦を
,
办
诎
す
が
爲
め
杧
社
對
話CO
龙
屈
_

依
る
女
最
良
^
看

做
!.
、

. 

斯
ヌ
て
彼
札
は
每
人
の
士
爵
亦
本
事
項
に
關
し
セ
被
れ
^
他

め

ー
殳
の
人
々
と
の
間
に
如̂

な
る
*

の̂
ま
換

を
衍へ

る

か

を

兆

，
の
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■ 

- 
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.
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. 

■ 

« 

, 

/ 

> . 

X
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窜
に
珣
つ
ヤ
表
明
埯
ふ
去
オ̂

:*
'
筛
冲
の
.
-
<
#
は

.#
%
}
4
^
商

:^
傅
士
：';
*
民
及
び
エ
眩
の
五
人
で
あ
る
。

(ibid., 

I

1,20
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是
れ
等
五
個
の
人
物
は
孰
れ
も
實
往
の
人
物̂
寫

.せ
る
も
の
、

如
く
、
第
一
の
話
客
た
る
士
傅
は
、
ラ
モ
ン
、下
女
史
に
依
，つ
て
”
彼

-
-
•
•
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. 

’
 
.
 

.
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の
女
が
本
書
の
著
者
と
推
定
せ
る
ジ

.

V

ツ
•
へ
ー
ル.ズ
«

の
人
を
表
現
せ
る
，も
の
と
*
嫩
さ
れ
.ズ
ゐ
名
0
: 

ノ

，

■
へr

r
‘

ルX

は
.共
有
地
，及
び
铆
作
地
を
構
圍
，し
.て牧
苹
場
龙
ち
し
.む
るを

抑

制

皮

全
と
を
企
圆
史.
る
吩

•マ
.
1
セ

々
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る
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す
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下
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不
叩
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な
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T

^
v .
•

Somerset)

の
不
運
な
る
企
圖
の
陣
頭

'に
立
.つ
.て
*
へ
る
者
で
^
る
。
.彼
れ
は

.ヶ
シ

>
州
‘、
A
/ル
，デ
シ

.に
於
け
る

.へ
1
ル
ズ
•
ブ
レ
彳
ネ 

の
ト

V
マ
ス•

ベ
ー
ル
ズ
の
.末
男
と
し
て
生
れ
た
。
北
ハ
の
生
誕
の
年
月
.は
不
明
.で
あ
る
o
,彼
れ
は
頗
る
博
學
多
識
の
人
と
し
て
尊
敬
せ 

ら
れ
て
居
つ
た
が
、
.大
學
敎
育
を
受
け
た
こ
と
は
な
か
つ
た
や
ぅ
で
あ

.る
。
，彼
れ
は
羅
典
ノ
希
臘
、
、佛
蘭
西
及
び
獨
逸
等
の
諸
語

0
_
 

へ
識
を
有
し
v>
古
典
哿
學
：に

廣
.:
<

通

騰

-b
、
.文
神
學

■に
熟
達
し

^
居
っ
た
が
，
斯

K
の
如

;.
^
は
孰
れ

:̂
皆•. ：

獨
學
邊
ぬ
結
果
に
成
れ
る

.

.
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; 

.
:
.
•
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ぴ
ブ
こ
■ 

:
:
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も
の
.と

看

做̂

れ

て

，
ゐ

る
^

彼
れ
姑
幼
年.の
：
頃:.
0
握
栽
忙
油
：っ
て
跋4
爲

り「

織

脚(

:0
1
'&
，

-

0
へ;:
1

多
^

兑

_

名

せ

ら

れ

ノ

從

っ
 

,て
窠
務
.に

從

孝
^

こ
^

を
得
な
か̂

た

，の̂

あ
^

%
篇

中
0
士
爵
铽
自
ら
軍
隊
め
經
驗
あ
.ゐ
.ぶ
と
を
赁
明$

0

>あ
る
^

.

是
れ
等
.爾
者
を
.同
'一
人
物
と
觀
る
と
七
能
は.ず
法
做
す
.の
.說
見
杯
す
る
。
：.：彼
れ
.は
，へ‘ン
，
” 

v>
て
書
類
籃
書
記
官
：：.

<
5

ぎk 

of
へthe

リHagpe^^^

Ecclesiastical. Memorials,, 1
7
2
1
.

'似
來
、.
.彼
れ

及

：び

被

：れ

4
同
姓

|
1名

：の.ジ
‘
ン• 

<
V1.ル
ズ
が
混
同
せ

^
れ
た
が
爲
め
亿
生
必
幸

誤

&
で

あ

名

：
と

看

做

さ

：
れ

：
て
：
ゐ

.
る
ヵ

.彼
れ

は

.一

千

五

百

四

十

三

年

の

頃
、Highway 

to 
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を

上
梓
し
、
又
同
年
プ
ル
ー
:タ

.

ル
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'ス0
翻

零

p
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®
8
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r
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を
出
版
し
た
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彼
れ
は
修
道
院
及
び
祈
願
斯
の
崩
壞
に
基
孝
べ
シ
ザ

'丨 <
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ょ
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十
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シ
：
ト
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c
於
妙
る
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慈
滿
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並
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廣
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束
る
地
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の
下
附
を
受
け
、
其
の
後
該
施
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o
;彼
れ
は
同
校
に
於
い
て
使
用
す
る
爲
め
に

Intl;o

:-&cti&es ,ad Gram.matica

日
：
を
、

ー
部^
は
羅
典
語
ノ
ー
部
分
ま
英,̂ 

を
以
.つ
て
草
し
た
:0
彼
れ
は
.羊
ド
ヮ
ー
ド
六
世
朝
の
第
一
議
會
に
ラシ
ヵ
ス
シ
十
州
の
‘プ
'̂
ス

タ

シ•*
り

選

出

せ

ら

れ

て

議

席

を

占

め
 

■た
：
が

，
：
：

1
:千
.五
百
5:
十
.
1
1
1
年

以

後

は

議

會

に

^

^

^

一

 
千
五
每
六
十
ニ
年
に
至
づ
て
ラ
ン.ヵ
ス
タ
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>
£
E3
P

ょ
；©:

選

出

せ

ら

れ
 

そ
再
び
.代
議
士
み
爲
：つ
た
。：
一
中
五
百
四
十
八
年
構
圍
の
害
悪
及
び
物
價
の
騰
貴
匕
深
く
動
さ
れ
て
、

—

彼
れ
は
|ー
ー
個
の
：法
案
を
議
會
に 

提
出
I
,

た
。
第】

の
も
の
は
靡
屋
を
建
て
直
し
、
，
遵
業
耕
作
を
維
持
す
る
を
11
的
と
す
-2
>も
の
で
あ
り
、
第
一
一
の
も
の
は^
-#
及

び

其

 

の
^
の
物
を
更
ら
に
高
儐
に
賣
却
す
る
が
爲
め
に
買
ひ
占
む
る
こ
と

(regratynge of vittey. and, other .thynl
)

を
防
止
す
る
こ 

と
を
企
圖
せ
る
も
の
で
あ'り
、
第
一1,

一
の
も
の
は
牛(cattell) ，Q

數
を
增
加
す
る
目
的
を
以
つ
て
牧
畜
業
者
をし
て羊
に
^
す
る
一
定
の 

割
合

-^
於
^
て
牛
を
飼
.は
し
^
ん
と
す
f

の
で
あ
つ
た
。
前
一.ー
法
案
は
ト
_
に
、
第
_ーー5
法
案
は
下
院
に
提
出
せ
らft
た
が
.、
而
も
、 

^
;,
^
等
の
法
案
^
悉
く
错
葬
.り
^
ら
れ
た
.め
_‘で
あ
る
。(The 

..defence: of John.'Hales .ayenst .certeyn .scla'undresrand-ave 

s
p

 ̂

o
^
* 

0
^
.
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^
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0
^
.
 ̂

w
^
.
0
o
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一f

年
六
月
.

一

日
、
次
第
に
增
加
し
つV,あ
る
農
民
の
不
平
が
サ
マ
ー
セ
ッ
十
を
動
か
し.て*
圍
調
裔
委
員
を
任
命
せ
し
め̂
_
圍
及 

:

び
_
圍
地
.の
創
設
が
軿
作
地
及
び
家
屋
の
廢
毀
、，：耕
作
地
商
積
の
減
退
並
.び
'に
失
業
及
び
資
困
0,
增
加
を
來
さ
し
む
.る
.の
程
度
を
硏
究 

，せ
3
む
：各
や(

C

1

ル
ズ
は
ミ

ッ
ド
ラ
.ン
ド
諸
铞
を
檐
任
せ
し
め
ら
れ
.た
六
委
員
一
の
一
人
と
し
尤
活
動
し
た
0
惟
り
>
丨
ル
ズ
fe
ょ 

<)
;
て
指
導
せ
.ら
れ
た
委
員
の
ー
み
が
眞
面
目
の
努
カ
玄
行
ひ
、
.此
の
年Q.

七
月
ま
で
に
劍
り
.當
て

ら

れ

於

：區

域

は

踏

畓

せ

ち

れ

.:
-
'
糨

圍

を
 

行
へ
.る
：
者.の
;:
»
科
を
考
究
す
る
が
爲
め̂

陪
藤
官
は
登
簿
敗
^
れ
た;0
1
犯
者
は
小
屋
を
建
て
直
ゎ
、
％

を
取̂

^

『

_
々
•な
：る
'人
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：の*
す
：る
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.下
.'
の
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平

の

簡

硌

，
な
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る

檢

对

七

五
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o
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^

地
に
復
歸
せ
尨
む
务
の
約
諸
を
强
要
せ
ら
れ
た
後
’
其
め
测
爲
女
辑
恕
ー
せ̂
る
、:\
_

^

^
た
;?
.
?然
も
^
が
ち
パ
鏡
員
は
總
み
方
の_

。
圍
を
悉
_
非
難
乜
た
ぬ
.で
は
な
:<
お
^
十
ル
ズ
ほ
個
.々
の
借
地
入
本
0:
洛
保
有
地
：の
；̂

#
试
晛
確
把
賛
意
念
表^
た
^
而
%-
ぶ

被

れ
 

,が
構
圍
調
森
委
員
と
し
忙
取
れ
る
嚴
然
た
る
熊
度
は
出
地
，所
有
紳
士
階
級
及
び
々
'ザ

U

,>
ク
伯
爵(

;®
r
l
;:a^v^wick

)

の
憤
怒
み 

反
抗
お
を
受
け
巧
不
和
親
機
を
激
坐
し
ぅ
復̂
農
焯
戰
举
を
誘
起
沧
し
む
名
名
の̂
し
ヤ
浩
發
せ
^
れ
た
？
；
" 
：1千
五

百

四

：十

九

¥

、
：:̂ 

ォ
.-
1

リ
冷
ク
が
サ
，マ
ー
ギ
ッ
ト
を
倒
す
や
、

«'
''-

へ
^
-ル
ズ
は
海
外
に
逃
避
し
た
。
、彼
れ
被
流
寓
鲤
忙.
_つ
：て
^

#是
革
し
,
對
話
;0
形
试

に
赞
ぃ
：：て'當
時
の
英
迦
の
.愦
況
及
が
思
«
を
表
明
せ
ん
士
‘ん
炎
4

^
で
必
る
.
^
定̂
せ
あ
れ
て
*
る
.0
:

.
 

-
 

•
 

■ 

‘

•
 

.}■
•,彼
れ
の
外
國
に
於
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は
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^
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明
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ス
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ァ
せ
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千
五
有
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+
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五
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ニ
十
迎
日
^
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兵

-

書̂
を
奪
て
ク
彼
れ
忙
し̂

若
^
チ
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ー
へ
リ
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其
の
同
胞
ジ
；0
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滯
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女
主
の
.治
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に
於
い
て
も
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同
で
く
國
外
隹
活
を
持
續
し
た
る
も
の
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廣
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ス
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フ
ラ
ツ
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彼
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彼
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'
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匕
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.
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反
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.
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土
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ぬ
變
ぜ
し
め
ら
れ
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^

去
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け
る
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が
る
騰
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來
す
可
き
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る
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梁
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■
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參
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濟

策

如

何

。
耕
作
の
講
を
し
て
牧
羊
の
利
润
に
等
し
か
ら
し
む
る
に
在
を
。

■博
士
は
先
づ
收
畜
業
の' 

建

て

観

重

業

の

鼓
f

t

l

す
る
。
即
ち
彼
れI

張
に
據
れ
ば
、
艇
f

牧
畜
と
等
し
く
鼓
舞
す
る 

の
途
は
羊
S

坐

馨

に

對

す

る
S

霧

を

穀

物Q

如
く
に
低
減
せ
し
む.る
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格
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し
た
る
所
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王
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可
く
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過
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で
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寄
業
訪
に
歸
じ
て
，
彼
れ
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セ
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の
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ざ
る
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し
め
た
る
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家
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つ
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が
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あ
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。
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史
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に
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の
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し
て
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た
る
所
の
も
の
^
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■
高
率
の
關
稅
に
ょ
づ
め
承
額
か
參
每.ぬ
對
し
て
.得
る
所
乾
響
じ
か
る
可
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滅
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總
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す
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す
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可
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叉
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濟
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し
得
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し
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總
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椿
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萬
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あ.る
1

他
0
.前
時
の
場
合
に
.は
さ 

ま
で
重
要
な
ら
ぞ
る
をの
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潤
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ゅ
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總
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.
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榖
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へ
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を
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に
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る
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英
國
に
於
い
て
は
、
穀
物
‘輸
出
に
對
す
る
課
税
は
ウ
ィ
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ア
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ム
三
歡
の
.肌

位

に
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至

る

迄

、
：
共

の

撤

廢

を

兌

る

こ

と

な

く

、

而

し

て
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千
六
百
六
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：
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に
至
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迄
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、
共
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輸
出
を
金
然
不
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能
な
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f e
女

迄

進
b
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率

で
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つ

た

を
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憶
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ら
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へ
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^
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耿
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政
策
は
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2
ハ.百
六
十
华
以
前
ぬ
於
呔
窆1
百
.年
を
通
じ)

て
何
等
土

か
っ
だ
。.

「

：或
.る
時
比
り
消_

ぬ
款
し
廉
價'ど
豐
富
と
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傲
尤
を
が
爲
め
私*
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輸
出
ば.禁

-1
1
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ら
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^
或
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.
肋
け
て
餘
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處
焦
せ
し
む
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が
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办
亡
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容
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键
タ
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呔
又
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般
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國
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有
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於
い
て
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又
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；
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を
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す
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な
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令
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。
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し
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仲
を
.必
要
か
す
る
。.第
ー
|。
殼
物
ゆ
敵
軍
に
贼
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又
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召
集
せ
ら
れ
た
次
ぎ
の
：議#.
-ま
で
孩
續
す
可
き
も
のせ
ぉ
<>
.た
0
1
四̂
百
：四
1:
-
一
年
、
へ
ン
f

六 

I
第
-:
;
十

年

法

律

第

六

跪

は

此

の

ー

へ

千

四

§

、?

セ
¥
の
法
_
に
就
い
文
述
ベ
、.、而
1>
:
て
後
、
そ
.は
現
：杻
に
於
W
て

效

ヵ

を

有

す

'る
こ

.と
な
く
.、
.又
沿
岸
の
多
數
の..郝
は
海
外
覔
易
に.ょ
各
外
は
興
.o'
.穀
物
’の
大
部
分
I
賣
却
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
が
故
に
、
國
王
は
此
の
一 

、
千

，
四
百
ブ
ー
：
十

七

年

0
條
例
が
九
月
四
日
ょ1)
?
1>
:
て
再
：び
效
办
を
有
す
苽
く'
恥
し
：て
次
ぎ
：の
：議#-
に
至
.る

迄

、
，
.
.
又

議

會

が

召

集

也
 

な
か
.つ
た
場
合
に
は
V
.十
年
間
存
續
す
可
き.if
を
命
ず
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篇
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篇
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應
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す
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；
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藍
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：
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又
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又
、.
一
國
が
今
年
缺
年
せ
る
所
の
も

3

を
他
の
.國
は
概
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す
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又
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又
、
吾
洽
吾
人
自
ら
欲
望
す
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が
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す
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蒞
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條
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貨
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が
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。
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。
而
し
て
是
れ
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損
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憂
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得
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.て
«:
幣
と
し
て
使
用
せ■ら
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總
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總
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又
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又
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總
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.る(

泣yre-:

物
は
.稀
少
で
.あ
り
、
.而
し
て
最
も
美
な
る
物
ぬ
取
得
せ
らI

V
こ
.と
最
も
困
難
^ ：
る
が
爲
.：©
に
是
れ
等
C6
.も
の
は
敢
が
尊
重
せ
ら
る
ぐ 

,あ
る
:6
^
,ラ
，ス
ず
ス(

£
ロ
53;
 ̂

硝
子
.が
.銀
の
.如
く
稀
少
で
あ
つ
だ
か̂>
'
ぼ
-'
>
そ
» ;
銀
.の
如
1

尚
價
^
る
¥.
き
^
あ

-.

.

 

く.
.
.
.
.
.
.
- 

.

.

.

.

 

..V.  

.

 

-

'
..... 

一，
.
.
.
：
- 

- .

.

.

る 
0
、icr
.
i
dv;
f
o
l
. 

3
0
;)。 

; 

入 

' 

，
.
‘ 

.
•

一•午
五
百
人
十1

芈
販
’

V

ブ
ル
-.
1
ガ
ス
*デ
エ
.
.ン

- ト
-

ル
-マ
ン
著 

】

D
九

C
.
1
D
允)

.

.■

『

^

*

^

^
人

’々
-
-の.
.
有
す
る
^
.下
の
-不
^
の
簡
略
%:
.る
檢
討』

.ニ

.

.
*



し
^

毋
瓦
八
.ナ
ニ
鄭
跛
.ダ
ブ
，ル.
ユ
1

土
.チ
デ
.ェ
^
^
^
 ̂

1

『

種
々
な
る
人
々
の
有
す
る
目
下
の
不
平
の
简
略
な
る
檢
討

』

 

一
一0 

(
|
ー
6
>

“
1

麵

零

る

。
，
之

れ

衾

い

S

に
量
目
.及
1

位Q

霞

に

過
I

f

 

Q

と
レ
て
翻
印
が
擦
刻
せ
ら
名
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や
*
避
れ
等
Q
_
貧
を
鑄
造 

f

君
主
の
信
用
に
依
っ
て
•
斯
く
の
如
ぐ
鑄
造
せ
ら
れ
た
る
諸
片
は
其
の
擦
示
せ
ら
れ
た
る
重
量
に

相

當

ず

る
I

.に

於

^
で
流

通 

す

る

然

し

な

力

ら
■被
れ
等
が
封
度
の
記
號
を
以
っ
て
伞
赴
度
を
標
示
し
、
オ
ン

K

の
靈
を
以
っ
て
华
オ
ン
ス
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す
る
や
、
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く
は
被
れ
等
の
信
用
は
是
れ
券
の
鑄
貨
を
し
て
以
前
の
如
く
議
せ
：し
め
る
の
で
あ
，る

.が
、
.纏
が
.て
斯
く
の如

き

虛
偽

が

發

見
せ
ら
る 

、
や
、.
.半
封
度
の
ニ
.牧
は
1
全
な
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曩
き
に
通
用
し
た
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に
通
用
す
る
こ
と
が
な
い
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に

最

初

利

得. 

し

た

ふ

を

騖

彼

れ

等

は
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の

地

代

、
關
税
及'び
課
含
產
に
於
い
て
失
ふ
の
で.あ
る
。
英
陶
の
鑄
貨
は
旣
に
外
人
の
間
に
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用
を
失
つ
た
。
而
し
て
彼
れ
等
は
今
や
英
國
人
を
し
て
是
れ
等
の

も

れ

ょ
.り

し

て
何
物
を
も

得
せ
し
む

る
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な
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、

他
英
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物
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販

寶
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彼
れ
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れ
等S

響

物

0

く
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な
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又
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に
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又
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放

出
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あ
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ゆ

る

物

を

し
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昌

拔Q

間

に

：於

い
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斯

く

も
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價

な
ら
し
む
、

可
き
班
由&

說
晛
す
る
o
.日
.ぐ
> 
吾
人
は
I t

.ベ
で
の
物
品
を
海
外
よ
り
高
慣
藤
人̂
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
斯
く
て
又
>
善
人
は
晋
人 

Q

物
品
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高
價
に
販
寶
し
な
け
れ
ば
な
ら
耽
か
ら
でI

と
o (

l
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o這
筒
國
内
に
於
け
る
諸 

^
る
听
以
の
說
明
に
關
し-c
ば
本
書
の
著
者
は
大
紀
る
滿
足
を
吾
人
に
與
へ
て
.ゐ
な
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?
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:對
#
は
我
が
て
道
役
の
.物
價
騰
貴
が
*
々
な
る
階
級
：：の
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對
し.て
如
何
な
る
影
響
を
及
ぼ
ず
か
の
酿
題
に
後
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'先
づ

第

'
一
に 

是
れ
エ
由
っ
て
何
等
の
損
失
を
も
蒙
る
こ
と
の
な.い
紫
は
賣
貿
に
.依
つ
で
坐
活
す
る
者
の
總
べ
て
と
あ
る。M

し
、
彼
れ
等
は
高
く
質 

び
，入
る
V
時

V
S、
、'其
の
.後
に
於
い
て
高
く
費
り
捌
く
が
故
で
あ
る
、
次
ぎ
に
、
鑄
貨
o
改
變
に
由
つ
て
利#,
す 

を
.吏
拂
つ
て
诉
得
を
得
る
者
の
總
べ.て
ぐ
あ
る
;0
^
し
、
.' 
彼
.れ
等
：.は
舊
き
定
宇
に
於
い
て
支
拂
ふ
に
枸
ぢ
ず
、
新
し
き
價
格
に
於
い
て 

'販
寶
.す
.る
が
故
で
あ
る
。
：即
ち'
彼
れ
等
は
其
の
|

に

對

而

し

て

之

よ

I

れ
|

1
|

を
高 

惧
に
賣
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捌
く Q

で
あ
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。

第
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に
1

是
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す
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に

是

れ

に

*

つ
て大
な
る
損
失
を
蒙
る
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へ
て
の
貴
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び
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の
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^
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ず
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し
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茚
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あ
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で
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寫
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は
四
が)

だ
け
の
便
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出
も
な
い
：で
あ̂>
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。
斯
く
て
、
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は
今
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に
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け
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あ
る

。(
i
b
i
f

 foL 

3

3

V

•

而
も
諧
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被
傭
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衣
食
の
密
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に
流
る
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こ
と
を
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贫
國
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古
代
羅
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の'轍

を

踏

ま

ざ

ら

ん
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と
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祈
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，
て

ゐ

，
る
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彼

れ
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無

節

制

な

る
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な
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又
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つ
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彼
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鐵
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；
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萍
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ぷf :

多

が

^
た
を
金
：銀
を
缺
<;
办
最
；̂
沛
る
妒
，̂

險

：盼

當

茴

す

る

办

ゼ

ぁ

%
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'

:

.
\

:

本
博
の
著
者
’は

か
の
-
^
1
:ー
百
年
及
び.ー' 
千
三
百
0

A
年
に
^

い
て
佛
王
に
上
書
し
、
貨
幣
改
惡
に
允
つ
七
貴
族
及
び
之
れ
に
類
す 

'る
險
*

の
.坎
入
‘

增
加
す
る
.こ
と
な
く
、V
而
し
て
彼
れ
等

^
幣
改
惡
ひ
资
见
と
，レ
：て
、
外
國
人
は
單
に
鑄
貨
中
に
於

け

る

金

.
_
の

實

際

の

高

0;
み
S:
:
注
意
ず
る
が
敗
.に
、
物
慎
ぼ
著
し
く
騰
貴
ず

. 

. 

ン
 

.

.

•

. 

.

.

.

.

.

. 

.

る
'に
至
る
i

の
：と
觀
'
‘而
しH

結
局
®

主
も
亦
斯
く
の
如
き
擧
に
由
つ
て
損
害
を
受
く
可
き
こ
と
を
痛
論
せ
る
ビ
エ
ー
ル

*
デ

SL
•
ボ
ア

パP
i

ホre:

ぎ

3
05 .
と
同 

一
€>
ロ
㈣

を
自
し

ヴ
、
あ
る
の

「

で
:̂
る
0
'

(

昭
和
四
年
版
拙
著&

濟
學
前
史』

.四
九
ー
|
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頁

參

照

)

？
.：木

書
 

^
成
令
た
の
は
尙
ほ
土
ド^
丨
^
六
爹
の
晚
代
で
あ
づ
た
が
丫
其
^

初
版
本
が
上
梓̂-
^

人
：づ
て
'ゐ
だ
0
.而

し

て

彼

の

女

，
の
：
洽

世

は

實

^
惡
貨
の
盤
理
を
以
へ
て
始
ま
：る
と.稱
ず
る
を
得
可
き
で
あ
る
。
:.
;

.

.

.
:
ヾ
.

パ 

._
食
中
の
博
士
ば
語̂
-續
け
t:
.云
ん
、)

人
'.‘
々
に
し
で
*

し
^

部
ょ
り
し
て
何
物
を
も
借
る
と
と
な
く
、
金
然
彼
れ
等
の
み
で
生
活
す
る 

:

こ
と
ぞ
淨
た
と
し
た1
ら
ば
"
吾

人

は

其

：
の

.欲
ず
る
，が
儘
の
鑄
貨
を
案
出
す
る
ぐ
と
を# ;た
で
あ
ら
ぅ
、
湳 

_要
.と
し
、'也
»
者

，
ば

吾

人

を

必

要

と

し

.な
け
れ
.ば
な
ら
ぬ
：が
故
に-\
:吾
人
は
吾
人
の
物
品
を
自
已0
氣
紛
れ
に
作
る
と.と
^
得
ず
し
セ
、 

'
.全
#
界
0:
共
敵
亦
場
ぬ
追
隨
じ
て_:之
れ
ぞ
權
成
じ
な
け
れ
ぱ
なW
ぬ

、
而

し

；

て
；：

吾
^
比
菩
ん
办
.伟
意
に
說
^

©
$:
.設
定
す
る
こ
と
な
く
、 

.全
世
敗
^

一.

)

般
市
場
れ
債
格
に
從
は
な
け
れ
ば.な
^
ね
と
0

_
れ
迄
に
眞
鍮
貨
.及
び
拿
貨
が
纖

で
あ
る
が
、
斯
く
の
如
き
は̂
端
な
石
窮
迫
時
に
於
い
てt
あ
つ
て
、®
A -
が
取
つ
て
以
つ
で
。

g

と
す
可
き
で
は
な
い
タ
而
し
て
若1>
、 

へ
ン
■リ
ィ
八
世
の
晚
华
に
於
い
て
起
つ
た
や
ぅ
に.、
吾
人
の
金
銀
が
截
だU
ズ
使
消
ぜ
ら
れ
、
涧
渴
せ
ら
る
、
と
し
た
，な
'ら
ば
ノ
徽
時

ー
千

±£
西
八
十
ニ
苹
販
ダ

/

ル
.
ユ
|

,
4
ス
じ
チ
；ェ
-
ン
‘^'
-ル
.|バ
ン
济
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(
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ぐ
一1

四
十

0(

間
0
み
君
.主
控
利
得
だ
興
べ'
>
_後

長

か

乏

れ

を

馨

、
す

谷

我

が

鑄

貨

の

改

迪

^

.取
ら
冬
可
ぎ
で
あ
る
ダ
：而
し
七
著
者
は
是
れ
ぬ
對
じ
^

ニ
個
0
業

を

提

唱

す

を
.'
0
鲜
ー
.は
海
外
ょ

及
次
販
賣
ぬ
動
止̂

あ

欠

ハ

第

一
1
は

未

加

エ

品
(0
:
:輸

出

の

其

れ

：
で

^
^.
;:
0(

:>
.
.■no

m
p
e
n
d
i
o
d
s
d
b
f

 b
r
i
6
f
w

 :exan:dnaiion, ;op. 

;p,
r. 

f
d
^
3
6
.
)

;°::
版
本
に
於
や
て
は
、.寫

本

に

現

れ

，
て

.ゐ
る
提
案
、
：；：即
ち
弋
定
の
自
國
貨
物
は
惟
り
金
：銀
に
龀
レ
て
れ
み
寶
却
せ
ら
る
ヲ 

く
、
少
く
と
も
之
れ
に
對
す
る
芰
狒
の
三
分̂

—:

翁
じ
く
ば
1
半

ば

；
ー
：
般
£
通
用
す
.る
鑄
貨
を
以
つ
て
要
來
せ6>
;
:

る

可

し

案
を
削
除
し
て
ム
る'©(

c
f
:
.
'
A
o
i
s
c
o
u
r
s
e
,

«:vcit., 

P
.
W7
W
0.恐
：ら
く
本
書
を
出
版
せ.る

ダ

ブ

ル

，ユ

H

H

X

•な4
人
.が
斯
く
の
{
.

.
 

.
 

.
 

.

.

.

.

如
き
地
金
主
_
的
方
策
を
以
'つ
.て
旣
に
時
代
後
权
と
息
た
が
爲
め
で
あ
ら
ぅ
;°

,
,
. 

V

ベ
--
.
:

へ
：
.：
.：：

.

■:
■傅
士
襄
い
で
英
國
產
羊^
の
全
撖
が
来
加
.̂
0
儘
、
外
國
ぬ
*
却
ザ
ら
る
V
.の
是
非
，に
就
^
て
㈱
じ
、
瀹
が
て
新
た
な
る
製
造
業 

:の
，獎
勵
せ
レ
る
可
き
こ
と
、
並
び
に-何
等
か
0
薪
技
術
若
し
ぐ
は
職
襄

(

日
ー
|
督)

を
誘
導
し
^
れ
に
由
ク
て
人
.々
&

事
を
與
：へ>

:

:
 

國
家
に
金
銀
若
し
く
は
貨
物
を
輸
入
す̂-
の
路
を
開
け
る
者
に
褒
賞
を
卿
ふ^-
き
旨
を
說
い
て
ゐ
る6 (

A

 Compendious or briefe 

examination,

«;
•.
&
.
, 

fols'36-3

-̂)？

-
V

ン
士
爵
說
を
作
し
て
日
ぐ
、
|
4が
羊
毛
が
毫
も
國
內
に
於
い
て加

エ

せ

ー

ら

る

、

と
.：と
奴
なW
と
し
'て
^

.
督

、# ;
人

は

之

れ

：
に

對

し

r 

て
諸
&

ょ

り.十
分
良
金
銀
を
取
得0;
得
可
く
、
而
し
て
現
今
織
物
に
従
事
し
つ\
あ
る
織
べ
て
«>
人
戚
5:
:
1,
:
で
農
耕
.に
#

の
身
を
委 

ね
し
む
可
皂
.で
あ
：る
と
。
博±.
答」

へ
七
日
く
、.先
づ
第
ー
'の
、點
に
_關
し
-
艟
り
め
羊
毛0
輸
：出
が
金
銀
を¥

も<

そ
は
#

貨

十

分

.で

は

な

い
が)

，
而
も
、
這
般
の
行
爲
は
國
家
共
同0
輻
利
に
も
、
又
其0
永
續
に
も
資
す
る
も
の
で
は
な
ぃ
と9

證
し
斯
ぐ

：の
如
度
場
合
に
は' '
;
'
羊
毛
は
鐵
も
有
利
な
右
輸
出
農
產
物1
を

が

敗
_

:

總
,

:
.縣
が
て
臣
拔
の
多
數
け
消
滅
し
て
、
國
家
を
猶#
ず
る
に
足
.る
人
數
を
國
肉
に
现
さ̂

.る
に
.蛋
る
可
き
で
ぁ
.る
0;
”領

运
 

が
農
業
に
说
事
す
る
と
し
た.な
ら
ば
、
農
民
呔
現
莅
に
於
い
て?>
-猶
ほ

贽

苦

の

，
生

：
活

^:
孽

0
つ
.
>ぁ
る
_ 

妒

ぐ

；
の
：

如
：： 

く
多
數
の
者
が
如
何
に
し
で.是
れ
に
由
っ
て
生
訧
を
得
可
き
で.ぁ
る
が
？
彼

故

等

釔

婪

.證

し
1|
る
と
し
セ
も
>
而
も
フ
戰
箏
诺
上
く
は
海
外
總
べ
て
の
國
に
於
け
る
豐
作
に
.ょ
”
彼
：れ
.等
贫
其
!̂
穀
_
の
^
路
を
»,
壯

1>
'尊
ざ
：る
；
 

に
至
0
た

な

：
ら

ば

如

何

で

.ぁ
る
.か
，
加
之
、
：君
主
樣
技
エ
な<:
.

1<
:
で
は
其
0
所

領

ゼ

維

挣

し

得

ざ

.
る

税
•

貴

税

*;
|1
金

等

の

總

ベ

て
.は

主
.と

し

て

斯

く

の

如

き

技

エ
.に
.ょ

，
っ
：
，
て
.坐

ず
.る
'
,も

0 :
,
.
:で'は

な

い

か

。

她

何

^

る
國
主
^

雖

^;
、
.舉

に
',
- 

德

0
±

地

ょ

り

の

年

收

に

依

.

.つ

て

其

の

所

領

钇

維

持

す

る

ど

ど
.钇

得

な

い

デ
^

く

仕

：事
：に

從

事

女

し

め

ら

：れ

た
：
^

の
.從
僕

が

'0
々
.其
0
主

人
.に
：
對

し

て

幾

分

0
刹
得
を
與
ふ
右
と
.等
し
<'
;

，
，
~-
*

而
し
て
全
體
^
於
い
て
瓦
欠
な
る
高
を
年
七
國
王
に
與
ふ
る
の
で
^
る
タ
窗
^

'

^
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博

士

は

更
ら
に
諸
職
を分
つ

て
三
種
と
做
し
、
第
一
は
金
銀
を
國
外
に
'拉
し
去
る
も
の
、
第
一一
は
單
に
其
の
取

得

し

た

る

.も

の

を

國
' 

內
に
於
い
.て
，費
す
に
痛
ぎ
ざ
る
も
，の
、
而
し
て
、
第
三
は
金
銀
を
國
內
に
齎
す
も
の
と
觀

.る
。
第
一
.
の
も
の
に
農
商
，
食
料
雜
貨
商' 

^

酒̂
商
^
小
間
物
滴
パ
婦
入
猜
子
商
等̂
如
^
フ
海
外
に
於
い
て
^
^
也

せ
：し
.む
る
1

過
'ぎ
：ざ
る
も
の
で
ぁ0.
て
、
翁
も
.ょ
ぐ
廢
除
せ
ら
れ
得
る̂

の
で
'ぁ
る
6:
_

|
ば
製
歡
業
者
ん
迸
立
職3 

.春

，
技

安

：
 

-瓦
職
、.：* :
紫
;:
?

_

造
業
者
:»
:麴
齙
« '
警
€>
;
&;
ぐ
々
國
外
に
盧̂

の
« '
幣
^

」
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な
る
人
々
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券
る

R

下
の
不
平
の
笳
略
な
を
檢E

,
ぃ
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.
一
ニ
ノ 

ニ 

r
c 

を
も
國
內
に
誘
入
す
る
と
と
な
く*
其
の
貧
幣
を
#:
た
る
所
に
於
い
.て
之
れ
^
費
す
も
の
で
.あ
る
6
第
、三
は
織
物
業
^T 

_革
職
、
製 

’帽
職
、
.毛
絲
製
造
職
.の
如
く
國
内
に
金
銀
を®
す
啻
で
あ
る
。
ロ

K

に
於
‘い
て
平
、
此
の
薇
搜
術
の
旣
に
行
は
る1
.所
に
於
い
.て
.
は

之

れ
 

を
鼓
舞
獎
勵
す
る
の
必
要
が
あ
り
、
而
し
て
北
ハ
の
未
だ
行
は
れ
ざ
る
所
に
於
い
て
は
之
れ
ど
開
始
し
な
け
れ
ば
な
ら

‘取
。(

g

f 

I
,

. 3
3
-
3
4
0
0

ナ

’

.

.
晩
發
後
の
箔
三
對
話
に
於
い
て
、
傅
士
は
國
闪
の
災
厄
に
對
す
る
救
濟
策
ど
求
め
ら
れ
る
。
先
づ
、
离
人
の
最
も
愁
訴
す
る
第
一
の

 

:

災
^.
_

ー
^
的
14っ
酱
遍
的0:
高
#
で
あ
¥

ー
第
-:
は
國
^
の
金
銀
の
涸
渴̂

'し
む
る
こ
と
，で
あ
り
、
、ff
tm
'

t

r都
邑
、
町
區
.及
び
村
落
.の
衰
頹
で
あ
り
、
而
し
て
最
後
の
も
の
は
宗
敎
上
の
分
離
及
び
宗
敎
上
に
於
け 

，
.を
意
風
の
柑
違
で
あ
る
タw
e>
;
ゆ
■る
物
に
在
つ
て
生
要
乾
し
ぐ
は
本
源
的
原
因
が
豫
さ
队
な
け
れ
ば
が
ら
ぬ
M
&*
ぽ
•ハ
H>
产

>
'0
0 

t
し
す
if
士
は
刻
T
Q炎
^
の
.主
要
若
レ
く
は
有
效
原
因
を
貨
幣
の
改
惡
に
求
め
昏
白
<:
ご
余
は
這
般
0
_

貨

改

變

を

埤
 

'人
^
しV

先
づ
彼
れ
等
の
商
品
を”
い
高
價
に
吾
<
<に
販
賣
せ
1>
.«)
:
"ボ
し

^:
そ
は
總
べ
ぞ
の
.農
民
及
び
何
等
が
^

.

.借
地
人
^:
じ
.て
又
、
之
れ
を
.ょ
り
高
®

に
寶
却
，せ
し
め
、
之
れ
が
高.價
比
紳
士
を
し
て
彼
れ€'
.の
.地
代
を
.̂
き
>
げ
し
'
 

叉
農
#
を 

.其
の
手
中
に
次
.め
し
め
*
.

)

遂
に
は
^
り
多
く
の
：地
所
を
楸
圍
せ
し
む
る
第
一
；本
源
の
原
因

で

.
あ

る
.と
.服
瓶
す
を
と
。.斯

く
(0
.如
き
.篇
中 

の
博
士
の
意
見
は
又
ヒ-'
.丨
，
ラ

チ

ぜ

ー
が
離
敎
中
に
表
明
せ
ら
る
レ
呢
と
！！
：

 I

必
も
CD

.で
あ
：る
。.(

本
稿
八
四
頁
參
照)

。：

:

:

’
.而
も 

一
^
五
西
六
十
苹
に
於
け
る
土VV
ザ
、ベ
大
女
王
0
惑
« .
衝
理
以
後
に
於
ぃ.て
ぎ
書
を
出
版
ぞ
る
ダ
ブ
ル-
!
ム

^
は̂
、
■當
然
、

篇

中

、
の

士

爵

を

し

て

.、
若

し

斯

く

の
.如
き

：
も.の
が
.果
.し
'て
高

債

の-*
^
 

今

や

.
我

が

英

國

の

鑄

貨

は

苒
 

び

董

：
に

著

舊

時
P
純
良
と
完
美
と
に
食
歸
せ
し
め
ら
れ
て
久
し
令
甚
過
し
た
に
拘
ら
ず
、
難

べ

て

ー

の

物

の

價

格

が

其

の

舊

時

.
の 

相

場

祀

廣

ら

：ざ

る

.は
如
何
'
貴
下
.裏
ふ

斯

袅

れ

ば

、
原
因.に
し
£

と

ル

ふ

質

問

遠

起

せ

し

め

.な
け
れ
ば
な
.ら
な
か
つ
たO

博

士

は

答.へ
§

た
せ
は
云
ひ
な
が
ら
、
印
度
及
び
其
の
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